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究
セ
ン
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ー
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じ
め
に
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一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
五
月
、
中
国
の
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
代
表
団
が
学
術
交
流
の
た
め
本
学
に
来
訪
し
た
。

こ
れ
は
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
十
二
月
、
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
人
事
部
人
事
科
学
研
究
院
（
行
政
管
理
科
学
研
究
所
）
と
山

梨
学
院
大
学
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
交
流
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
中
国
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
、
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
①
　
メ
ン
バ
ー

　
　
　
行
政
管
理
科
学
研
究
所
副
所
長
　
　
　
　
祁
　
嘉
　
正

　
　
　
同
研
究
所
　
　
　
　
　
　
主
任
　
　
　
　
華
　
暁
　
農

　
　
　
同
研
究
所
　
　
　
　
副
研
究
員
　
　
　
　
李
　
志
　
更
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一
九
九
九
年
(
平
成
十
一
年
)
五
月
、
中
国
の
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
代
表
団
が
学
術
交
流
の
た
め
本
学
に
来
訪
し
た
。

こ
れ
は
一
九
九
四
年
(
平
成
六
年
)
十
二
月
、
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
人
事
部
人
事
科
学
研
究
院
(
行
政
管
理
科
学
研
究
所
)
と
山

梨
学
院
大
学
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
交
流
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

中
国
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
、
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

(1) 

メ
ン
バ
ー

行
政
管
理
科
学
研
究
所
副
所
長

w
hド

一市川中

嘉

正

同
研
究
所

主
任

長

華

暁

同
研
究
所

更

副
研
究
員

李
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（2）

同
研
究
所

助
理
研
究
員

期
間一

九
九
九
年
五
月
二
十
八
日

張
　
平
　
平

（
金
）
か
ら
六
月
六
日
（
日
）
ま
で

㈹
　
学
術
交
流
等
の
内
容

　
①
専
門
演
習
、
授
業
等
で
の
講
義

　
　
　
（
各
先
生
方
の
専
門
演
習
や
授
業
の
時
問
を
中
国
の
講
義
に
振
り
替
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
）

　
　
　
五
月
三
十
一
日

　
　
　
　
「
中
国
の
人
口
政
策
」
　
　
張
平
平

　
　
　
　
「
中
国
国
務
院
」
　
　
　
　
祁
嘉
正

　
　
　
　
「
中
国
の
都
市
政
策
」
　
　
李
志
更

　
　
　
　
「
中
国
の
行
政
改
革
」
　
　
華
暁
農

　
　
　
六
月
一
日

　
　
　
　
「
給
与
制
度
改
革
」
　
　
　
張
平
平

　
　
　
　
「
中
国
の
訴
訟
制
度
」
　
　
華
暁
農

一88一
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同
研
究
所

助
理
研
究
員
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(2) 

期
間

一
九
九
九
年
五
月
二
十
八
日
(
金
)
か
ら
六
月
六
日
(
日
)
ま
で

(3) 

学
術
交
流
等
の
内
容

法学論集

① 

専
門
演
習
、
授
業
等
で
の
講
義

張

平

平

五
月
三
十
一
日

(
各
先
生
方
の
専
門
演
習
や
授
業
の
時
間
を
中
国
の
講
義
に
振
り
替
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
)

「
中
国
の
人
口
政
策
」

「
中
国
国
務
院
」

「
中
国
の
都
市
政
策
」

「
中
国
の
行
政
改
革
」

六
月
一
日

「
給
与
制
度
改
革
」

「
中
国
の
訴
訟
制
度
」

張
平
平
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郡
嘉
正

李
志
更

華
暁
長

張
平
平

華
暁
長



②

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
二
十
一
世
紀
の
中
国
と
日
中
関
係
の
展
望
」

　
　
発
表
者
　
　
中
国
側
“
郡
　
嘉
正
、
華
　
暁
農
、

　
　
　
　
　
　
　
日
本
側
”
濱
田
一
成
（
本
学
教
授
）

　
　
通
訳
　
　
　
熊
　
達
雲
（
本
学
教
授
）

李
志
更
、
張
平
平

日
中
の
学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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○
濱
田
一
成

　
今
日
は
、
中
国
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
四
人
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
、
「
二
一
世
紀
の
中
国
と
日
中
関
係
の
展
望
」
、
副

題
と
い
た
し
ま
し
て
、
「
国
家
の
発
展
と
政
府
の
役
割
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
題
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
授
業
、
そ
の
他
の
関
係
で
、

中
途
で
退
席
を
さ
れ
る
方
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
の
で
、
中
国
か
ら
の
皆
様
方
も
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
の
顧
問
で
あ
り
ま
す
椎
名
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
間
（
椎
名
慎
太
郎
君
）

　
そ
れ
で
は
、
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
と
い
う
こ
と
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
国
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
と
山
梨
学
院
大
学
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
、
既
に
五
年
の
経
過

一89一
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
二
十
一
世
紀
の
中
国
と
日
中
関
係
の
展
望
」

発
表
者

嘉
正
、
華

暁
長
、
李

志
更
、
張

平
平

中
国
側
一
一
聯

日
本
側
一
漬
田
一
成
(
本
学
教
授
)

通
訳

育長

達
雲
(
本
学
教
授
)

日
中
の
学
術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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O
潰
回
一
成
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今
日
は
、
中
国
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
四
人
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
、
「
一
二
世
紀
の
中
国
と
日
中
関
係
の
展
望
」
、
副

題
と
い
た
し
ま
し
て
、
「
国
家
の
発
展
と
政
府
の
役
割
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
題
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
授
業
、

そ
の
他
の
関
係
で
、

中
途
で
退
席
を
さ
れ
る
方
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
の
で
、
中
国
か
ら
の
皆
様
方
も
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
の
顧
問
で
あ
り
ま
す
椎
名
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
す
。

O
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
(
椎
名
慎
太
郎
君
)

そ
れ
で
は
、
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
と
い
う
こ
と
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
と
山
梨
学
院
大
学
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
は
、

一
九
九
四
年
か
ら
、
既
に
五
年
の
経
過
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を
経
て
お
り
ま
す
。
九
四
年
一
二
月
に
、
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
張
誠
業
先
生
が
こ
ち
ら
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
て
、
古
屋
学
長
と

交
流
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
正
式
な
発
足
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
五
年
に
、
私
た
ち
の
代
表
が
訪

中
、
九
六
年
に
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
側
が
訪
日
、
九
七
年
に
、
ま
た
私
ど
も
の
代
表
が
訪
中
し
、
昨
年
、
本
来
で
あ
れ
ば
中
国
側

か
ら
皆
さ
ん
が
お
い
で
に
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
都
合
で
延
期
さ
れ
て
、
今
回
、
こ
の
四
人
の
先
生
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
祁
先

生
、
華
先
生
、
李
先
生
、
張
先
生
、
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
は
、
学
術
交
流
の
進
展
、
そ
し
て
二
つ
の
研
究
機
関
の
相
互
協
力
、
こ
れ
が
中
心
的
な
目
的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
相
互
に
学
び
合
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
中
心
に
交
流
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
回
の
訪
日
の

中
で
も
、
訪
日
の
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
持
つ
、
非
常
に
重
要
な
研
究
交
流
の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
有
益
な
成
果
が
上
が
る
よ
う
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
祁
先
生
は
じ
め
、
各
先
生
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
を
も
っ
て
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

○
濱
田
一
成

　
そ
れ
で
は
、
私
か
ら
中
国
の
学
術
交
流
団
の
先
生
方
の
ご
紹
介
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
初
に
祁
嘉
正
先
生
、
中
国
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
副
所
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
続
き
ま
し
て
、
同
研
究
所
の
主
任

を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
華
暁
農
先
生
で
す
。
続
き
ま
し
て
、
同
研
究
所
の
副
研
究
員
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
李
志
更
先
生
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
同
じ
く
同
研
究
所
の
助
理
研
究
員
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
張
平
平
先
生
で
す
。
日
本
側
と
し
て
は
、
私
、
濱
田
が
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
早
速
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
祁
副
所
長
か
ら
中
国
の
国
政
の
改
革
等
を
中
心
に
お
話
を

一90一
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お
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ま
す
。
九
四
年
一
二
月
に
、
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
張
誠
業
先
生
が
こ
ち
ら
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
て
、
古
屋
学
長
と
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交
流
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
正
式
な
発
足
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
五
年
に
、
私
た
ち
の
代
表
が
訪

中
、
九
六
年
に
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
側
が
訪
日
、
九
七
年
に
、
ま
た
私
ど
も
の
代
表
が
訪
中
し
、
昨
年
、
本
来
で
あ
れ
ば
中
国
側

か
ら
皆
さ
ん
が
お
い
で
に
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
都
合
で
延
期
さ
れ
て
、
今
回
、
こ
の
四
人
の
先
生
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
郡
先

生
、
華
先
生
、
李
先
生
、
張
先
生
、
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
交
流
は
、
学
術
交
流
の
進
展
、
そ
し
て
二
つ
の
研
究
機
関
の
相
互
協
力
、
こ
れ
が
中
心
的
な
目
的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
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ち
は
、
相
互
に
学
び
合
う
、

そ
う
い
う
こ
と
を
中
心
に
交
流
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
回
の
訪
日
の

中
で
も
、
訪
日
の
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
持
つ
、
非
常
に
重
要
な
研
究
交
流
の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
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ぜ
ひ
、
有
益
な
成
果
が
上
が
る
よ
う
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
郁
先
生
は
じ
め
、
各
先
生
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
を
も
っ
て
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

O
演
回
一
成

そ
れ
で
は
、
私
か
ら
中
国
の
学
術
交
流
団
の
先
生
方
の
ご
紹
介
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
郡
嘉
正
先
生
、
中
国
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
の
副
所
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
続
き
ま
し
て
、
同
研
究
所
の
主
任

を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
華
暁
長
先
生
で
す
。
続
き
ま
し
て
、
同
研
究
所
の
副
研
究
員
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
李
志
更
先
生
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
同
じ
く
同
研
究
所
の
助
理
研
究
員
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
張
平
平
先
生
で
す
。
日
本
側
と
し
て
は
、
私
、
演
田
が
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
早
速
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
郡
副
所
長
か
ら
中
国
の
国
政
の
改
革
等
を
中
心
に
お
話
を
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伺
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
祁
　
嘉
正

　
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
前
に
、
二
点
ほ
ど
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
皆
さ
ん
か
ら
の
歓
迎
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
に
、
熊
先
生
に
は
、
非
常
に
多
忙
な
中
で
、
何
度
も
通
訳
を
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
同
僚
た
ち
に
代
わ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
な
る
べ
く
短
い
時
問
で
、
中
国
で
最
近
、
行
な
わ
れ
た
政
府
の
行
政
改
革
や
、
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
、
駆
け
足
で
述

べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
う
ち
の
研
究
所
お
よ
び
私
個
人
の
、
こ
の
よ
う
な
変
革
に
対
す
る
考
え
方
も
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
テ
ー
マ
は
、
こ
の
黒
板
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
で
は
、
始
め
ま
す
。

　
私
は
三
つ
の
課
題
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
は
、
中
国
経
済
が
こ
こ
二
〇
年
間
近
く
の
間
に
発
展
を
と
げ
た
原
因
は
何

か
。
第
二
は
、
こ
れ
か
ら
も
中
国
経
済
が
発
展
を
保
つ
た
め
の
保
障
及
び
そ
の
背
景
は
何
か
。
第
三
と
し
て
は
、
日
本
の
経
済
社
会
発

展
に
対
す
る
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
中
日
両
国
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
両
国
と
も
発
展
が
促
進
で
き
る
か
、
そ
の
よ
う
な
動
機
で
見
て

み
た
い
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
第
一
の
問
題
か
ら
始
め
ま
す
。
中
国
経
済
発
展
の
原
因
は
五
点
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
一
番
目
の
原
因
と
し
て
は
、

一
〇
年
間
に
わ
た
る
文
化
大
革
命
に
よ
る
国
内
混
乱
を
終
結
さ
せ
、
そ
の
発
展
の
局
面
を
迎
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
と

細
か
く
分
け
て
み
る
と
、
第
一
点
目
は
、
毛
沢
東
を
中
心
と
す
る
、
当
時
の
中
国
共
産
党
中
央
の
、
い
わ
ゆ
る
左
傾
錯
誤
が
是
正
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
誤
り
の
一
つ
は
、
中
国
の
、
い
わ
ゆ
る
指
導
幹
部
の
中
に
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
が
存
在
し
て
い

た
と
判
断
し
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
中
国
の
経
済
社
会
発
展
を
促
進
す
る
面
で
、
毛
沢
東
と
異
な
っ
た
意
見
を
持
ち
、
そ
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伺
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
皆
さ
ん
か
ら
の
歓
迎
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
に
、
熊
先
生
に
は
、
非
常
に
多
忙
な
中
で
、
何
度
も
通
訳
を
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
同
僚
た
ち
に
代
わ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
な
る
べ
く
短
い
時
間
で
、
中
国
で
最
近
、
行
な
わ
れ
た
政
府
の
行
政
改
革
や
、

そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
、
駆
け
足
で
述

べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
う
ち
の
研
究
所
お
よ
び
私
個
人
の
、
こ
の
よ
う
な
変
革
に
対
す
る
考
え
方
も
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
テ

l
マ
は
、
こ
の
黒
板
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
で
は
、
始
め
ま
す
。
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私
は
三
つ
の
課
題
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
は
、
中
国
経
済
が
こ
こ
二

0
年
間
近
く
の
聞
に
発
展
を
と
げ
た
原
因
は
何

か
。
第
二
は
、
こ
れ
か
ら
も
中
国
経
済
が
発
展
を
保
つ
た
め
の
保
障
及
び
そ
の
背
景
は
何
か
。
第
三
と
し
て
は
、
日
本
の
経
済
社
会
発

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
両
国
と
も
発
展
が
促
進
で
き
る
か
、

展
に
対
す
る
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
中
日
両
国
は
、

そ
の
よ
う
な
動
機
で
見
て

み
た
い
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
の
問
題
か
ら
始
め
ま
す
。
中
国
経
済
発
展
の
原
因
は
五
点
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、

一
番
目
の
原
因
と
し
て
は
、

一
0
年
間
に
わ
た
る
文
化
大
革
命
に
よ
る
国
内
混
乱
を
終
結
さ
せ
、

そ
の
発
展
の
局
面
を
迎
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
と

細
か
く
分
け
て
み
る
と
、
第
一
点
目
は
、
毛
沢
東
を
中
心
と
す
る
、
当
時
の
中
国
共
産
党
中
央
の
、

い
わ
ゆ
る
左
傾
錯
誤
が
是
正
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
誤
り
の
一
つ
は
、
中
国
の
、

い
わ
ゆ
る
指
導
幹
部
の
中
に
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
が
存
在
し
て
い
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た
と
判
断
し
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

む
し
ろ
、
中
国
の
経
済
社
会
発
展
を
促
進
す
る
面
で
、
毛
沢
東
と
異
な
っ
た
意
見
を
持
ち
、

そ
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し
て
今
で
は
そ
れ
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
立
証
で
き
た
人
々
だ
と
思
い
ま
す
。
毛
沢
東
の
左
傾
的
な
誤
り
に
よ
っ
て
、
政
治
的
に
は

高
度
な
集
中
、
経
済
的
に
は
過
度
の
国
有
化
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
二
点
目
と
し
て
は
、
四
人
組
、
林
彪
の
グ
ル
ー
プ
を
打
ち
倒
し
た
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
党
を
乗
っ
取
ろ
う
と
い
う
陰
謀
を
見
破

り
ま
し
た
。
江
青
を
は
じ
め
と
す
る
四
人
組
の
グ
ル
ー
プ
と
、
林
彪
グ
ル
ー
プ
と
い
う
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
毛
沢
東
の
誤
り
を
逆

に
利
用
し
、
彼
ら
と
異
な
っ
た
意
見
の
持
ち
主
を
徹
底
的
に
迫
害
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
三
点
目
と
し
て
は
、
全
国
の
国
民
の
経
済
発
展
に
対
す
る
認
識
を
統
一
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
最
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

べ
き
も
の
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
一
九
七
八
年
四
月
な
い
し
五
月
の
間
に
行
わ
れ
た
、
実
践
こ
そ
真
理
を
判
定
す
る
唯
一
の
基
準

で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
経
済
の
発
展
が
「
固
い
理
屈
」
だ
と
い
っ
た
二
つ
の
理
論
、
論
争
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
四
点
目
と
し
て
は
、
党
と
政
府
が
管
理
の
シ
ス
テ
ム
を
回
復
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
民
主
党
派
、
す
な
わ
ち

野
党
の
活
動
も
回
復
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
文
化
大
革
命
の
中
で
設
立
さ
れ
た
革
命
委
員
会
と
い
う
組
織
が
撤
廃
さ
れ
た
の
で
す
。
つ

い
で
に
説
明
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
私
も
一
年
間
ぐ
ら
い
、
あ
る
大
学
の
革
命
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
政
府
の
各
機
能
部
門
も
立
て
直
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
九
八
二
年
に
至
っ
て
、
中
央
官
庁
は
百
数
十
に
も
及
ん

だ
。
以
上
を
要
約
す
る
と
、
第
一
番
目
の
原
因
は
、
文
化
大
革
命
に
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
発
展
の
二
番
目
の
原
因
と
し
て
は
、
経
済
改
革
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
四
点
に
細
分
で
き
ま

す
。
そ
の
第
一
点
目
は
、
国
有
制
を
中
心
と
し
た
唯
一
の
経
済
体
制
を
是
正
し
た
こ
と
で
す
。
文
化
大
革
命
ま
で
は
、
田
舎
に
お
い
て

も
、
い
わ
ゆ
る
公
有
制
の
要
素
は
九
八
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
都
会
で
は
一
〇
〇
％
で
す
。
改
革
、
開
放
を
通
し
ま
し
て
、
今

の
所
有
制
は
、
国
有
制
と
集
団
所
有
制
と
個
人
所
有
制
と
、
三
資
（
合
弁
企
業
・
合
作
企
業
・
外
資
企
業
）
の
外
国
資
本
企
業
を
中
心

一92一
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過
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に
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。
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点
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と
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は
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四
人
組
、
林
彪
の
グ
ル
ー
プ
を
打
ち
倒
し
た
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
党
を
乗
っ
取
ろ
う
と
い
う
陰
謀
を
見
破

り
ま
し
た
。
江
青
を
は
じ
め
と
す
る
四
人
組
の
グ
ル
ー
プ
と
、
林
彪
グ
ル
ー
プ
と
い
う
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
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沢
東
の
誤
り
を
逆

に
利
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し
、
彼
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と
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な
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意
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の
持
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主
を
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的
に
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し
よ
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と
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で
す
。
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は
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全
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の
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民
の
経
済
発
展
に
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を
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べ
き
も
の
は
こ
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
一
九
七
八
年
四
月
な
い
し
五
月
の
聞
に
行
わ
れ
た
、
実
践
こ
そ
真
理
を
判
定
す
る
唯
一
の
基
準

そ
れ
に
経
済
の
発
展
が
「
固
い
理
屈
」
だ
と
い
っ
た
二
つ
の
理
論
、
論
争
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
す
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こ
と
と
、
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四
点
目
と
し
て
は
、
党
と
政
府
が
管
理
の
シ
ス
テ
ム
を
回
復
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
民
主
党
派
、
す
な
わ
ち

野
党
の
活
動
も
回
復
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
文
化
大
革
命
の
中
で
設
立
さ
れ
た
革
命
委
員
会
と
い
う
組
織
が
撤
廃
さ
れ
た
の
で
す
。

つ

い
で
に
説
明
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
流
れ
の
中
で
、
私
も
一
年
間
ぐ
ら
い
、
あ
る
大
学
の
革
命
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
政
府
の
各
機
能
部
門
も
立
て
直
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

一
九
八
二
年
に
至
っ
て
、
中
央
官
庁
は
百
数
十
に
も
及
ん

だ
。
以
上
を
要
約
す
る
と
、
第
一
番
目
の
原
因
は
、
文
化
大
革
命
に
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

経
済
発
展
の
二
番
目
の
原
因
と
し
て
は
、
経
済
改
革
を
行
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
四
点
に
細
分
で
き
ま

す
。
そ
の
第
一
点
目
は
、
固
有
制
を
中
心
と
し
た
唯
一
の
経
済
体
制
を
是
正
し
た
こ
と
で
す
。
文
化
大
革
命
ま
で
は
、
田
舎
に
お
い
て

も
、
い
わ
ゆ
る
公
有
制
の
要
素
は
九
八
%
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
都
会
で
は
一
O
O
%
で
す
。
改
革
、
開
放
を
通
し
ま
し
て
、
今

の
所
有
制
は
、
固
有
制
と
集
団
所
有
制
と
個
人
所
有
制
と
、
三
資
(
合
弁
企
業
・
合
作
企
業
・
外
資
企
業
)

の
外
国
資
本
企
業
を
中
心
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と
す
る
私
有
制
と
い
っ
た
所
有
制
の
系
列
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
改
革
を
通
し
て
、
経
営
者
や
生
産
者
の
意
欲
性
を
刺

激
し
た
の
で
す
。
人
々
の
積
極
性
を
刺
激
す
る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
公
有
制
の
占
有
率
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
集

団
の
利
益
を
本
人
の
利
益
と
密
接
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
換
、
い
わ
ゆ
る
商
品
交
換
と
配
分
と
、
そ
の
投
資
の
面
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
利
益
を
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
点
目
と
し
て
、
企
業
と
政
府
と
の
業
務
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
一
九
八
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
作
業
で

す
。
こ
れ
は
も
う
既
に
一
五
～
六
年
も
経
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
国
有
企
業
を
中
心
に
非
常
に
難
し
い
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
難
し
さ
の
表
わ
れ
と
し
て
、
一
つ
は
政
府
が
あ
ま
り
に
も
権
限
や
権
力
の
委
譲
を
し
た
く
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
国
有
企
業

の
経
営
者
が
、
今
の
体
制
を
バ
ッ
ク
に
欲
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
去
年
の
政
府
改
革
の
作
業
の
中
で
、
国
有
企
業
に
対
し
て
、

督
察
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
監
察
制
度
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
行
政
改
革
の
中
で
整
理
さ
れ
た
百
数
十
名
、
一
二
〇
名
ぐ
ら
い
か

な
、
大
臣
ま
た
は
次
官
ク
ラ
ス
の
人
々
が
、
国
有
企
業
の
監
察
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
監
察
員
に
、
国
有
企
業
に
対
す
る

監
督
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
監
督
業
務
の
中
の
一
つ
は
、
帳
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
、
会
計
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
国
務
院
、
つ
ま
り
内
閣
に
対
し
、
国
有
企
業
の
経
営
者
の
、
い
わ
ゆ
る
人
格
と
か
、
品
性
と
か
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
半
年
ぐ

ら
い
の
監
察
を
経
て
、
七
〇
％
、
つ
ま
り
七
割
ぐ
ら
い
の
国
有
企
業
は
、
大
な
り
小
な
り
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。　

第
三
点
目
は
、
政
府
の
企
業
に
対
す
る
管
理
方
式
を
マ
ク
ロ
的
な
管
理
方
式
に
変
え
た
こ
と
で
す
。
そ
の
措
置
の
一
つ
は
、
産
業
ま

た
は
企
業
に
対
す
る
調
整
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、
中
央
と
地
方
の
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
政
府
に
委
ね
た
の
で
す
。

　
二
つ
目
の
措
置
と
し
て
は
、
計
画
単
列
都
市
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
日
本
の
政
令
都
市
に
似
た
も
の
で
す
。
大
連
、
青
島
、
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と
す
る
私
有
制
と
い
っ
た
所
有
制
の
系
列
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
改
革
を
通
し
て
、
経
営
者
や
生
産
者
の
意
欲
性
を
刺

激
し
た
の
で
す
。
人
々
の
積
極
性
を
刺
激
す
る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
公
有
制
の
占
有
率
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
集

団
の
利
益
を
本
人
の
利
益
と
密
接
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
換
、

そ
の
投
資
の
面
に

い
わ
ゆ
る
商
品
交
換
と
配
分
と
、

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
利
益
を
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
点
目
と
し
て
、
企
業
と
政
府
と
の
業
務
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
一
九
八
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
作
業
で

す
。
こ
れ
は
も
う
既
に
一
五
(
)
六
年
も
経
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
国
有
企
業
を
中
心
に
非
常
に
難
し
い
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
難
し
さ
の
表
わ
れ
と
し
て
、

一
つ
は
政
府
が
あ
ま
り
に
も
権
限
や
権
力
の
委
譲
を
し
た
く
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
固
有
企
業

の
経
営
者
が
、
今
の
体
制
を
バ
ッ
ク
に
欲
し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
去
年
の
政
府
改
革
の
作
業
の
中
で
、
固
有
企
業
に
対
し
て
、
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督
察
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
監
察
制
度
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
行
政
改
革
の
中
で
整
理
さ
れ
た
百
数
十
名
、

一二

O
名
ぐ
ら
い
か

な
、
大
臣
ま
た
は
次
官
ク
ラ
ス
の
人
々
が
、
国
有
企
業
の
監
察
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
監
察
員
に
、
固
有
企
業
に
対
す
る

監
督
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
監
督
業
務
の
中
の
一
つ
は
、
帳
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
、
会
計
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
国
務
院
、

つ
ま
り
内
閣
に
対
し
、
国
有
企
業
の
経
営
者
の
、

い
わ
ゆ
る
人
格
と
か
、
品
性
と
か
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
半
年
ぐ

ら
い
の
監
察
を
経
て
、
七

O
%、
つ
ま
り
七
割
ぐ
ら
い
の
国
有
企
業
は
、
大
な
り
小
な
り
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た。
第
三
点
目
は
、
政
府
の
企
業
に
対
す
る
管
理
方
式
を
マ
ク
ロ
的
な
管
理
方
式
に
変
え
た
こ
と
で
す
。
そ
の
措
置
の
一
つ
は
、
産
業
ま

た
は
企
業
に
対
す
る
調
整
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、
中
央
と
地
方
の
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
政
府
に
委
ね
た
の
で
す
。

二
つ
目
の
措
置
と
し
て
は
、
計
画
単
列
都
市
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
日
本
の
政
令
都
市
に
似
た
も
の
で
す
。
大
達
、
青
島
、
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広
州
、
深
別
、
厘
門
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
都
市
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
計
画
単
列
都
市
、
特
別
都
市
で
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
単
列
都
市

に
副
省
級
、
日
本
流
で
い
え
ば
副
都
道
府
県
の
行
政
ラ
ン
ク
を
つ
け
て
、
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
に
す
ぐ
次
ぐ
権
力
を
、
経
済
監
督
の

権
力
を
与
え
ま
し
た
。

　
三
つ
目
の
措
置
と
し
て
は
、
経
済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
式
を
変
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
行
政
主
導
か
ら
、
金
融
や
財
政
を
通
し

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
物
価
の
設
定
方
式
、
物
価
の
決
定
方
式
も
、
今
は
企
業
に
委
ね
て
い
ま

す
。
去
年
に
至
っ
て
、
九
八
％
は
、
も
う
市
場
に
委
ね
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
も
、
国
税
と
地
方
税
に
分
け
て
徴
収
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
融
資
も
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
、
経
営
の
悪
い
企
業
に
は
、
も
う
貸
し
出
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
経
営
の

い
い
と
こ
ろ
に
は
、
い
く
ら
で
も
貸
し
出
し
を
し
て
い
い
と
い
う
方
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
専
門
銀
行
、
商
業
銀

行
を
設
立
し
、
そ
し
て
、
す
べ
て
自
己
責
任
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
四
点
目
は
、
一
九
九
八
年
、
新
し
い
中
国
が
で
き
て
か
ら
最
も
、
大
規
模
な
改
革
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
改
革
を
通
じ
て
、

国
務
院
の
構
成
機
関
は
四
〇
か
ら
二
九
に
減
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
職
員
は
三
万
二
千
人
か
ら
一
万
六
千
人
に
整
理
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
経
済
発
展
を
促
進
し
た
三
番
目
の
原
因
は
、
法
治
を
強
化
し
、
民
主
を
強
化
し
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
村
民
自
治
を
中
心
と
す
る

国
民
の
自
主
権
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
で
は
社
員
代
表
大
会
の
権
限
を
拡
大
し
、
会
社
の
経
営
者
に
自
主
権

を
与
え
、
人
民
代
表
大
会
の
立
法
作
用
を
さ
ら
に
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
企
業
に
自
主
権
を
与
え
る
と
と
も
に
、
職
員
に
、
企
業
経
営

の
監
督
権
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
監
督
等
を
通
し
て
、
腐
敗
を
減
ら
す
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

　
四
番
目
の
原
因
は
、
対
外
開
放
政
策
を
ず
っ
と
、
堅
持
し
て
き
た
こ
と
。
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に
副
省
級
、
日
本
流
で
い
え
ば
副
都
道
府
県
の
行
政
ラ
ン
ク
を
つ
け
て
、
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
に
す
ぐ
次
ぐ
権
力
を
、
経
済
監
督
の

権
力
を
与
え
ま
し
た
。

三
つ
目
の
措
置
と
し
て
は
、
経
済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
式
を
変
え
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
行
政
主
導
か
ら
、
金
融
や
財
政
を
通
し

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
物
価
の
設
定
方
式
、
物
価
の
決
定
方
式
も
、
今
は
企
業
に
委
ね
て
い
ま

す
。
去
年
に
至
っ
て
、
九
八
%
は
、
も
う
市
場
に
委
ね
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
も
、
国
税
と
地
方
税
に
分
け
て
徴
収
す
る
よ
う
に
な
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っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
融
資
も
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
、
経
営
の
悪
い
企
業
に
は
、
も
う
貸
し
出
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
経
営
の

い
く
つ
か
の
専
門
銀
行
、
商
業
銀

い
く
ら
で
も
貸
し
出
し
を
し
て
い
い
と
い
う
方
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

い
い
と
こ
ろ
に
は
、
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行
を
設
立
し
、
そ
し
て
、
す
べ
て
自
己
責
任
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
点
目
は
、

一
九
九
八
年
、
新
し
い
中
国
が
で
き
て
か
ら
最
も
、
大
規
模
な
改
革
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
改
革
を
通
じ
て
、

国
務
院
の
構
成
機
関
は
四

O
か
ら
二
九
に
滅
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
職
員
は
三
万
二
千
人
か
ら
一
万
六
千
人
に
整
理
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

経
済
発
展
を
促
進
し
た
三
番
目
の
原
因
は
、
法
治
を
強
化
し
、
民
主
を
強
化
し
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
村
民
自
治
を
中
心
と
す
る

国
民
の
自
主
権
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
で
は
社
員
代
表
大
会
の
権
限
を
拡
大
し
、
会
社
の
経
営
者
に
自
主
権

を
与
え
、
人
民
代
表
大
会
の
立
法
作
用
を
さ
ら
に
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
企
業
に
自
主
権
を
与
え
る
と
と
も
に
、
職
員
に
、
企
業
経
営

の
監
督
権
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
監
督
等
を
通
し
て
、
腐
敗
を
減
ら
す
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

四
番
目
の
原
因
は
、
対
外
開
放
政
策
を
ず
っ
と
、
堅
持
し
て
き
た
こ
と
。
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五
番
目
は
、
周
辺
諸
国
と
平
和
的
な
発
展
環
境
を
形
成
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
こ
と
。

　
以
上
、
中
国
経
済
発
展
の
原
因
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
が
、
次
は
、
第
二
の
問
題
、
二
一
世
紀
中
葉
ま
で
に
、
中
国
の
経
済

は
ど
の
段
階
ま
で
発
展
で
き
る
か
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
論
か
ら
言
う
と
中
国
経
済
は
、
二
一
世
紀
な
か
ば
ま
で
に

中
等
発
達
国
家
の
レ
ベ
ル
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
保
障
条
件
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
な
に
よ
り
も
社
会
の
安
定
が
必
要
で
、
二
つ
目
は
、
国
有
企
業
の
改
革
を
中
心
と
す
る
改
革
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
目
は
、
対
外
開
放
の
範
囲
を
な
お
さ
ら
広
げ
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四
つ
目
は
、
社
会
の
均
衡
の
と

れ
た
発
展
を
保
つ
こ
と
で
す
。
均
衡
発
展
と
は
、
経
済
発
展
と
社
会
発
展
と
一
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
経
済
発
展
と
そ
の
ほ
か
の
発
展
の

ス
ピ
ー
ド
を
大
体
同
調
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
し
ま
す
。
改
革
開
放
に
な
っ
て
か
ら
、
中
国
は
少
し
政
策
的
な
ミ
ス
を
犯

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
物
質
的
な
発
展
に
は
力
を
注
い
で
き
た
が
、
精
神
的
な
発
展
に
は
、
例
え
ば
、
教
育
、
文
化
、
道
徳
、
精
神
、
文

明
建
設
な
ど
の
面
で
は
ち
ょ
っ
と
力
を
入
れ
足
り
な
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
五
つ
目
は
、
政
府
管
理
の
改
革
を
続
け
て
行
う

こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
私
が
、
建
国
以
来
、
最
も
範
囲
の
広
い
改
革
を
行
っ
た
と
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
改
革
は
、
や
っ
ぱ

り
中
問
的
な
改
革
だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
中
国
の
改
革
も
、
日
本
の
改
革
を
参
考
に
し
て
、
一
気
に
や
り
遂
げ
よ
う
か
と
思
っ
た
の

で
す
。
例
え
ば
、
中
央
官
庁
の
機
関
数
は
日
本
の
よ
う
に
二
一
ぐ
ら
い
に
し
て
は
ど
う
か
と
か
、
一
二
が
無
理
だ
っ
た
ら
一
五
、
一
五

が
無
理
な
ら
一
九
で
は
如
何
か
と
。
結
果
的
に
は
二
九
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ま
た
改
革
を
継
続
し
て
い
く
べ
き
で

す
。
最
後
に
、
六
つ
目
と
し
て
は
、
和
平
的
な
国
際
環
境
が
必
要
で
す
。
二
番
目
の
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
以
上
で
す
。

　
最
後
に
、
第
三
の
問
題
、
中
日
経
済
体
制
、
ま
た
は
い
ろ
ん
な
面
で
の
相
違
、
そ
し
て
中
日
両
国
の
経
済
は
ど
の
よ
う
な
提
携
が
行
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。
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均
衡
の
と

れ
た
発
展
を
保
つ
こ
と
で
す
。
均
衡
発
展
と
は
、
経
済
発
展
と
社
会
発
展
と
一
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
経
済
発
展
と
そ
の
ほ
か
の
発
展
の

ス
ピ
ー
ド
を
大
体
同
調
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
し
ま
す
。
改
革
開
放
に
な
っ
て
か
ら
、
中
国
は
少
し
政
策
的
な
ミ
ス
を
犯
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し
ま
し
た
。

つ
ま
り
物
質
的
な
発
展
に
は
力
を
注
い
で
き
た
が
、
精
神
的
な
発
展
に
は
、
例
え
ば
、
教
育
、
文
化
、
道
徳
、
精
神
、
文

明
建
設
な
ど
の
面
で
は
ち
ょ
っ
と
力
を
入
れ
足
り
な
か
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
五
つ
目
は
、
政
府
管
理
の
改
革
を
続
け
て
行
う

こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
私
が
、
建
国
以
来
、
最
も
範
囲
の
広
い
改
革
を
行
っ
た
と
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
改
革
は
、
や
っ
ぱ

り
中
間
的
な
改
革
だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
中
国
の
改
革
も
、
日
本
の
改
革
を
参
考
に
し
て
、

一
気
に
や
り
遂
げ
よ
う
か
と
思
っ
た
の

一
二
が
無
理
だ
っ
た
ら
一
五
、

一
五

で
す
。
例
え
ば
、
中
央
官
庁
の
機
関
数
は
日
本
の
よ
う
に
一
二
ぐ
ら
い
に
し
て
は
ど
う
か
と
か
、

が
無
理
な
ら
一
九
で
は
如
何
か
と
。
結
果
的
に
は
二
九
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ま
た
改
革
を
継
続
し
て
い
く
べ
き
で

す
。
最
後
に
、
六
つ
目
と
し
て
は
、
和
平
的
な
国
際
環
境
が
必
要
で
す
。
二
番
目
の
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
以
上
で
す
。

最
後
に
、
第
三
の
問
題
、
中
日
経
済
体
制
、

ま
た
は
い
ろ
ん
な
面
で
の
相
違
、
そ
し
て
中
日
両
国
の
経
済
は
ど
の
よ
う
な
提
携
が
行
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え
る
か
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
が
日
本
の
経
済
を
見
て
い
っ
た
過
程
に
お
い
て
、
日
本
の
経
済
発
展
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
つ
目

は
、
日
本
経
済
が
長
期
問
に
わ
た
っ
て
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
得
た
原
因
は
、
ル
ー
ル
を
よ
く
守
っ
た
こ
と
で
す
。
規
律
よ
く
、
そ
し

て
規
制
が
よ
く
で
き
た
社
会
が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
政
府
か
ら
国
民
ま
で
、
つ
ま
り
中
央
官
庁
か
ら
末
端
の
市
町
村
ま
で
、
国

民
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
一
致
団
結
し
て
力
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
教
育
の
強
化
と
貯
金
の
促
進
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
四
つ
目
は
、
企
業
経
済
、
ま
た
は
産
業
の
発
展
に
対
し
て
、
政
府
が
指
導
権
を
手
放
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
以
上
の
こ

と
に
つ
い
て
、
中
国
の
官
僚
、
そ
し
て
学
者
、
特
に
日
本
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
ば
、
み
ん
な
深
い
認
識
や
印
象
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
中
日
両
国
は
非
常
に
近
い
存
在
で
、
隣
国
で
す
か
ら
、
相
違
の
中
に
は
同
じ
部
分
が
あ
っ
て
、
同
じ
と
こ
ろ
に
は
お
互
い
に
異
な
っ

て
い
る
部
分
が
あ
る
。
長
い
歴
史
の
中
に
、
そ
し
て
地
理
的
な
条
件
か
ら
見
て
も
、
両
国
が
提
携
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

に
密
接
な
利
益
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
両
研
究
機
関
は
、
つ

き
あ
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
よ
う
に
密
接
な
関
係
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
し
て
交
流
を
行
う
た
び
に
関
係
が
深

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
両
研
究
機
関
は
、
共
に
地
方
公
共
団
体
、
ま
た
政
府
、
ま
た
は
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
交
流

を
行
う
た
び
に
お
互
い
の
認
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
お
互
い
の
政
府
ま
た
は
そ
の
国
民
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
そ
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
お
互
い
、
両
国
の
発
展
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
今
の
基
礎
を
ふ
ま
え
、
な
お
さ
ら
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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団
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目
は
、
教
育
の
強
化
と
貯
金
の
促
進
に
力
を
入
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て

き
ま
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た
。
四
つ
目
は
、
企
業
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済
、

ま
た
は
産
業
の
発
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に
対
し
て
、
政
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が
指
導
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手
放
し
て
い
な
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こ
と
で
す
。
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中
日
両
国
は
非
常
に
近
い
存
在
で
、
隣
国
で
す
か
ら
、
相
違
の
中
に
は
同
じ
部
分
が
あ
っ
て
、
同
じ
と
こ
ろ
に
は
お
互
い
に
異
な
っ

て
い
る
部
分
が
あ
る
。
長
い
歴
史
の
中
に
、
そ
し
て
地
理
的
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条
件
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ら
見
て
も
、
両
国
が
提
携
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
、

そ
れ
ぞ
れ

に
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な
利
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も
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す
の
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は
な
い
か
と
私
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思
っ
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い
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す
。
例
え
ば
の
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ど
も
、
わ
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わ
れ
両
研
究
機
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は
、
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よ
う
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
よ
う
に
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な
関
係
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し
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交
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は
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共
に
地
方
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共
団
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ま
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政
府
、

ま
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国
家
の
役
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に
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研
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交
流

を
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た
び
に
お
互
い
の
認
識
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ま
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ま
し
た
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こ
れ
も
、

お
互
い
の
政
府
ま
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は
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の
国
民
に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
そ
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

お
互
い
、
両
国
の
発
展
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
今
の
基
礎
を
ふ
ま
え
、

な
お
さ
ら
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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は
引
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続
き
、

華
先
生
か
ら
発
言
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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○
華
　
暁
農

　
先
ほ
ど
、
祁
先
生
か
ら
、
こ
こ
二
〇
年
間
の
中
国
の
経
済
改
革
開
放
と
、
こ
れ
か
ら
の
中
日
関
係
の
発
展
の
見
込
み
に
つ
い
て
彼
な

り
の
考
え
方
を
発
表
し
ま
し
た
。
非
常
に
具
体
的
で
良
く
お
話
を
ま
と
め
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
全
面
的
に
賛
成
し
ま
す
。

　
次
に
私
は
、
中
日
両
国
の
経
済
発
展
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
両
国
の
提
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
少
し
私
の
考
え
方
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
中
国
の
経
済
の
現
況
と
日
本
の
経
済
の
現
況
を
踏
ま
え
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、
つ
ま
り
国
を
富
ま
し
、
民
を
強
く
す
る
こ
と
は
両
国

の
共
通
の
願
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
両
国
の
経
済
が
、
お
互
い
に
補
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
改
革
、
開
放
に
な
っ

て
か
ら
、
中
国
の
国
民
も
、
知
識
が
最
も
重
要
な
生
産
力
で
あ
る
こ
と
を
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
科
学
技
術
の
促
進
は
、
国
家
の
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
重
要
な
手
段
で
す
。
だ
か
ら
中
国
の
国
民
は
、
中
国
の
経
済
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
諸
外
国
の
先
進
的
な
技
術
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
進
諸
国
の
先
進
的
な
管
理

ノ
ウ
ハ
ウ
も
導
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
面
に
お
い
て
は
、
日
本
は
あ
る
程
度
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
歴
史
や
文

化
の
面
及
び
人
文
科
学
の
面
に
お
い
て
、
中
国
に
共
通
す
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
政
府
は
、
改
革
開
放

に
な
っ
て
か
ら
、
中
日
両
国
の
関
係
を
改
善
す
る
た
め
に
、
最
も
日
本
を
重
視
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
中
国
は
資
源
が
割
合

豊
か
で
、
人
口
も
多
い
。
そ
し
て
国
土
は
割
合
広
く
、
潜
在
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
中
国
の
長
期
、
政
治
的
な
安
定
も
、
た
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、
こ
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か
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の
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係
の
発
展
の
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み
に
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い
て
彼
な

り
の
考
え
方
を
発
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し
ま
し
た
。
非
常
に
具
体
的
で
良
く
お
話
を
ま
と
め
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
全
面
的
に
賛
成
し
ま
す
。

次
に
私
は
、
中
日
両
国
の
経
済
発
展
へ
の
ア
プ
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ー
チ
か
ら
、
両
国
の
提
携
の
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述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

-97-

97 行政改革に関する日中学術交流報告

中
国
の
経
済
の
現
況
と
日
本
の
経
済
の
現
況
を
踏
ま
え
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、

つ
ま
り
国
を
富
ま
し
、
民
を
強
く
す
る
こ
と
は
両
国

の
共
通
の
願
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
両
国
の
経
済
が
、

お
互
い
に
補
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
改
革
、
開
放
に
な
っ

て
か
ら
、
中
国
の
国
民
も
、
知
識
が
最
も
重
要
な
生
産
力
で
あ
る
こ
と
を
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

科
学
技
術
の
促
進
は
、
国
家
の
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
重
要
な
手
段
で
す
。
だ
か
ら
中
国
の
国
民
は
、
中
国
の
経
済
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
諸
外
国
の
先
進
的
な
技
術
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
進
諸
国
の
先
進
的
な
管
理

ノ
ウ
ハ
ウ
も
導
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
面
に
お
い
て
は
、
日
本
は
あ
る
程
度
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
歴
史
や
文

化
の
面
及
び
人
文
科
学
の
面
に
お
い
て
、
中
国
に
共
通
す
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
政
府
は
、
改
革
開
放

に
な
っ
て
か
ら
、
中
日
両
国
の
関
係
を
改
善
す
る
た
め
に
、
最
も
日
本
を
重
視
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
中
国
は
資
源
が
割
合

豊
か
で
、
人
口
も
多
い
。
そ
し
て
国
土
は
割
合
広
く
、
潜
在
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
中
国
の
長
期
、
政
治
的
な
安
定
も
、
た
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ぶ
ん
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
、
私
は
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
面
で
は
、
中
国
は
世
界
各
国
の
、
い
わ
ゆ
る
資
産
家
、
資
本
家
、
そ
し
て
投
資
者
に
対
し
て
、
非
常
に
魅
力
的
な
存
在
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
現
況
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
、
外
国
の
資
源
と
外
国
の
市
場
を
ど
う
し
て
も
開
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
両
国
は
地
理
的
に
も
非
常
に
近
い
存
在
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
条
件
が
あ
っ
て
、
中
日
両
国
の
経
済
の
提
携
と
促
進
に
は
、
両
国

に
有
利
な
条
件
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
両
国
の
経
済
発
展
の
必
要
性
か
ら
、
両
国
の
、
密
接
な
友
好
な
関
係
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
両
国
の
友
好
善
隣
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
両
国
の
国
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
平
和
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
、
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
数
年
来
、
中
国
は
法
治
主
義
、
民
主
主
義
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
国
経
済
の
発
展
を
保
障
す
る
条
件
を
提
供

し
た
だ
け
で
な
く
、
各
国
が
中
国
の
市
場
へ
進
出
す
る
際
に
も
保
障
を
与
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
有
企
業
の
改
革
を
通
し

て
、
近
代
的
な
企
業
制
度
に
近
寄
っ
て
い
る
過
程
で
す
。
農
村
に
お
い
て
は
、
五
〇
年
間
変
わ
ら
な
い
と
い
う
、
農
地
制
度
も
、
最

近
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
都
市
や
農
村
を
問
わ
ず
、
国
民
の
利
益
が
、
も
う
既
に
国
家
の
利
益
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
の
意
欲
性
が
、
今
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
リ
ス
ク
を
減
少
し
て
、
公
益
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
効
果
が
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
数
年
の
改
革
を
通
じ

て
、
今
ま
で
の
局
面
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
職
員
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
生
産
者
は
、
勤
め
先
の
利
益
が
良
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
自
分
に
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
で
意
欲
が
出
て
き
ま
す
。
生
産
意
欲
の
向
上
は
、
全
国
の
経
済
発
展
に
、
促
進

作
用
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
は
、
科
学
技
術
改
革
も
、
政
府
の
改
革
の
作
業
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
企
業
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
数
百
の
研
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ぶ
ん
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
、
私
は
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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そ
の
面
で
は
、
中
国
は
世
界
各
国
の
、

そ
し
て
投
資
者
に
対
し
て
、
非
常
に
魅
力
的
な
存
在
で
は
な

い
わ
ゆ
る
資
産
家
、
資
本
家
、

い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
現
況
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
、
外
国
の
資
源
と
外
国
の
市
場
を
ど
う
し
て
も
開
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
両
国
は
地
理
的
に
も
非
常
に
近
い
存
在
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
条
件
が
あ
っ
て
、
中
日
両
国
の
経
済
の
提
携
と
促
進
に
は
、
両
国

に
有
利
な
条
件
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
両
国
の
経
済
発
展
の
必
要
性
か
ら
、
両
国
の
、
密
接
な
友
好
な
関
係
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
両
国
の
友
好
善
隣
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
両
国
の
国
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
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の
で
あ
り
、
そ
し
て
、

ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
平
和
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
、
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

こ
こ
数
年
来
、
中
国
は
法
治
主
義
、
民
主
主
義
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
国
経
済
の
発
展
を
保
障
す
る
条
件
を
提
供
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し
た
だ
け
で
な
く
、
各
国
が
中
国
の
市
場
へ
進
出
す
る
際
に
も
保
障
を
与
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
固
有
企
業
の
改
革
を
通
し

て
、
近
代
的
な
企
業
制
度
に
近
寄
っ
て
い
る
過
程
で
す
。
農
村
に
お
い
て
は
、
五

0
年
間
変
わ
ら
な
い
と
い
う
、
農
地
制
度
も
、
最

近
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
都
市
や
農
村
を
問
わ
ず
、
国
民
の
利
益
が
、
も
う
既
に
国
家
の
利
益
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、

そ
の
意
欲
性
が
、
今
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
リ
ス
ク
を
減
少
し
て
、
公
益
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
効
果
が
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
数
年
の
改
革
を
通
じ

て
、
今
ま
で
の
局
面
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
職
員
た
ち
、

い
わ
ゆ
る
生
産
者
は
、
勤
め
先
の
利
益
が
良
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
自
分
に
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
で
意
欲
が
出
て
き
ま
す
。
生
産
意
欲
の
向
上
は
、
全
国
の
経
済
発
展
に
、
促
進

作
用
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

第
三
は
、
科
学
技
術
改
革
も
、
政
府
の
改
革
の
作
業
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
企
業
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
数
百
の
研
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究
機
関
は
、
企
業
集
団
に
衣
替
え
し
ま
し
た
。
一
部
の
も
の
は
直
接
に
営
利
機
関
に
し
、
他
の
部
分
は
、
大
手
企
業
と
合
併
し
て
企
業

の
一
部
に
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
改
革
を
経
て
、
科
学
技
術
の
運
営
体
制
も
根
本
的
に
変
わ
り
ま
し
た
。
改
革
は
、
科
学
者
、
技

術
者
の
意
欲
、
技
術
者
た
ち
の
研
究
成
果
を
向
上
さ
せ
る
の
に
非
常
に
大
き
な
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
改
革
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
中
国
の
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
が
整
っ
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
教
育
も
空
前
に
発
展
し

ま
し
た
。
絶
対
多
数
の
地
方
で
は
、
文
盲
は
も
う
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
等
教
育
、
つ
ま
り
大
学
教
育
は
、
中
進
国
ぐ
ら
い
の

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
管
理
者
や
労
働
者
及
び
職
員
の
素
質
が
教
育
に
よ
っ
て
高
ま
り
ま
し
た
。
教
育
水
準
の
高
い
労
働
者
が
現
わ
れ

て
、
新
し
い
技
術
の
導
入
と
新
し
い
機
器
の
採
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
理
由
で
、
中
国
の
持
続
的
発
展
と
安
定
的
な
発
展

が
、
た
ぶ
ん
保
障
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
先
ほ
ど
祁
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
二
一
世
紀
の
半

ば
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
中
国
は
大
体
中
進
程
度
の
工
業
国
家
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
経
済
の

発
展
は
、
周
辺
諸
国
と
の
平
和
的
な
関
係
を
保
持
す
る
の
に
も
非
常
に
有
意
義
で
す
。
周
辺
国
家
と
の
関
係
の
促
進
に
も
有
利
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の
国
家
、
ま
た
は
国
民
と
の
共
通
の
発
展
に
も
有
利
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
濱
田
一
成

　
そ
れ
で
は
、
次
に
李
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
李
　
志
更

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
公
け
の
場
所
で
発
表
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
す
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
不
備
が
あ
れ
ば
、
ご
諒
承
を

お
願
い
し
ま
す
。
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究
機
関
は
、
企
業
集
団
に
衣
替
え
し
ま
し
た
。

一
部
の
も
の
は
直
接
に
営
利
機
関
に
し
、
他
の
部
分
は
、
大
手
企
業
と
合
併
し
て
企
業

の
一
部
に
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
改
革
を
経
て
、
科
学
技
術
の
運
営
体
制
も
根
本
的
に
変
わ
り
ま
し
た
。
改
革
は
、
科
学
者
、
技

術
者
の
意
欲
、
技
術
者
た
ち
の
研
究
成
果
を
向
上
さ
せ
る
の
に
非
常
に
大
き
な
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
改
革
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
中
国
の
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
が
整
っ
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
教
育
も
空
前
に
発
展
し

ま
し
た
。
絶
対
多
数
の
地
方
で
は
、
文
盲
は
も
う
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
等
教
育
、

つ
ま
り
大
学
教
育
は
、
中
進
国
ぐ
ら
い
の

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
管
理
者
や
労
働
者
及
び
職
員
の
素
質
が
教
育
に
よ
っ
て
高
ま
り
ま
し
た
。
教
育
水
準
の
高
い
労
働
者
が
現
わ
れ

て
、
新
し
い
技
術
の
導
入
と
新
し
い
機
器
の
採
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
理
由
で
、
中
国
の
持
続
的
発
展
と
安
定
的
な
発
展

が
、
た
ぶ
ん
保
障
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
先
ほ
ど
郡
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
一
二
世
紀
の
半
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ば
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
中
国
は
大
体
中
進
程
度
の
工
業
国
家
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
経
済
の

発
展
は
、
周
辺
諸
国
と
の
平
和
的
な
関
係
を
保
持
す
る
の
に
も
非
常
に
有
意
義
で
す
。
周
辺
国
家
と
の
関
係
の
促
進
に
も
有
利
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の
国
家
、

ま
た
は
国
民
と
の
共
通
の
発
展
に
も
有
利
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O
演
田
一
成

そ
れ
で
は
、
次
に
李
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
李

志
更

私
は
、
こ
の
よ
う
な
公
け
の
場
所
で
発
表
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
す
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
不
備
が
あ
れ
ば
、
ご
諒
承
を

お
願
い
し
ま
す
。
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先
ほ
ど
、
祁
先
生
が
中
国
の
経
済
発
展
を
促
進
し
た
原
因
に
つ
い
て
政
府
改
革
や
大
き
な
環
境
の
面
か
ら
非
常
に
要
所
を
つ
か
ま
え

て
、
い
ろ
い
ろ
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、
私
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
、
補
充
的
に
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
の
中
の
行
政
改
革
の
特
徴
、
つ
ま
り
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
説
明
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
徴
の
一
つ
は
、
中
央
機
関
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
門
を
調
整
し
、
そ
の
専
門
的
な
経
済
管
理
機
関
の
機
能
を
強
化
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
度
の
改
革
の
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
経
済
官
庁
に
対
す
る
改
革
で
す
。
そ
し
て
こ
の
改
革
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
、
中
国
の
官
庁
行
政
機
関
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
お

分
か
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
私
が
思
っ
て
い
る
も
の
は
、
中
国
の
経
済
管
理
に
つ
い
て
、
官
庁
の
中
が
、
ま
た
二
つ
の
系
統

に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
つ
は
、
総
合
的
な
経
済
管
理
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
専
門
的
な
、
産
業
的
な
経
済
管
理

で
す
。
今
ま
で
の
慣
行
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
総
合
的
な
管
理
機
関
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
専
門
的
な
管
理
機
関
よ
り
地
位
が
重
要
で

し
た
。
国
有
企
業
機
能
と
政
府
機
能
の
業
務
分
担
も
改
革
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
来
の
改
革
の
主
な
も
の
の
一
つ
な
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
機
能
と
企
業
機
能
の
業
務
分
担
の
改
革
を
通
し
て
、
総
合
管
理
機
関
の
機
能
が
強
化
さ
れ
、
逆
に
産
業
ご

と
の
、
い
わ
ゆ
る
専
門
的
な
管
理
機
能
が
減
少
し
ま
す
。
条
件
が
揃
え
ば
そ
れ
を
な
く
し
て
い
く
方
向
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

総
合
的
な
経
済
管
理
機
関
の
マ
ク
ロ
的
な
調
整
機
能
の
強
化
に
は
、
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
そ
の
中
に
、

経
済
的
な
総
量
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
、
通
貨
の
管
理
、
ま
た
産
業
の
、
政
策
指
導
と
い
っ
た
よ
う
な
政
策
の
面
で
の
推
進
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
国
家
発
展
計
画
委
員
会
、
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
ま
た
は
財
政
部
そ
し
て
中
国
人
民
銀
行
の
機
関
は
、
先
ほ
ど
い
っ
た

よ
う
な
総
合
的
な
経
済
管
理
機
関
に
属
し
ま
す
。
専
門
的
な
経
済
管
理
機
関
の
機
能
は
、
主
に
生
産
品
の
総
合
的
調
整
、
そ
し
て
正
当

一100一
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流
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だ
き
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
の
中
の
行
政
改
革
の
特
徴
、

つ
ま
り
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
説
明
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
徴
の
一
つ
は
、
中
央
機
関
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
門
を
調
整
し
、
そ
の
専
門
的
な
経
済
管
理
機
関
の
機
能
を
強
化
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
度
の
改
革
の
最
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
経
済
官
庁
に
対
す
る
改
革
で
す
。
そ
し
て
こ
の
改
革
は
、
こ
れ
か
ら
も
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続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
、
中
国
の
官
庁
行
政
機
関
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

お

分
か
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
私
が
思
っ
て
い
る
も
の
は
、
中
国
の
経
済
管
理
に
つ
い
て
、
官
庁
の
中
が
、
ま
た
二
つ
の
系
統

に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

い
わ
ゆ
る
専
門
的
な
、
産
業
的
な
経
済
管
理

一
つ
は
、
総
合
的
な
経
済
管
理
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

で
す
。
今
ま
で
の
慣
行
に
よ
り
ま
す
と
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
専
門
的
な
管
理
機
関
よ
り
地
位
が
重
要
で

そ
の
総
合
的
な
管
理
機
関
は
、

し
た
。
固
有
企
業
機
能
と
政
府
機
能
の
業
務
分
担
も
改
革
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
来
の
改
革
の
主
な
も
の
の
一
つ
な
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
機
能
と
企
業
機
能
の
業
務
分
担
の
改
革
を
通
し
て
、
総
合
管
理
機
関
の
機
能
が
強
化
さ
れ
、
逆
に
産
業
ご

と
の
、

い
わ
ゆ
る
専
門
的
な
管
理
機
能
が
減
少
し
ま
す
。
条
件
が
揃
え
ば
そ
れ
を
な
く
し
て
い
く
方
向
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の

総
合
的
な
経
済
管
理
機
関
の
マ
ク
ロ
的
な
調
整
機
能
の
強
化
に
は
、
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
そ
の
中
に
、

経
済
的
な
総
量
の
バ
ラ
ン
ス
、

ま
た
産
業
の
、
政
策
指
導
と
い
っ
た
よ
う
な
政
策
の
面
で
の
推
進
が
あ
り
ま

そ
し
て
、
通
貨
の
管
理
、

す
。
例
え
ば
、
国
家
発
展
計
画
委
員
会
、
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
ま
た
は
財
政
部
そ
し
て
中
国
人
民
銀
行
の
機
関
は
、
先
ほ
ど
い
っ
た

よ
う
な
総
合
的
な
経
済
管
理
機
関
に
属
し
ま
す
。
専
門
的
な
経
済
管
理
機
関
の
機
能
は
、
主
に
生
産
品
の
総
合
的
調
整
、

そ
し
て
正
当
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な
、
公
正
な
競
争
秩
序
の
確
立
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
で
す
。
農
業
部
と
か
、
対
外
経
済
貿
易
部
や
、
鉄
道
部

と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
専
門
的
な
経
済
管
理
機
関
と
し
て
、
ま
だ
存
続
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
ま
で
産
業
ご
と
に
設

立
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
部
機
関
が
、
例
え
ば
石
炭
工
業
省
、
機
械
工
業
省
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
部
か
ら
国
家
局
に
格

下
げ
ま
し
て
、
産
業
内
の
政
策
調
整
を
担
当
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　
二
つ
目
の
特
徴
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
管
理
機
関
を
調
整
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
中
国
の
国
情
、
現
在
の
国
情
を
ふ

ま
え
て
、
諸
外
国
、
特
に
先
進
国
家
の
現
状
を
参
考
に
成
し
遂
げ
た
改
革
な
の
で
す
。
こ
の
中
の
最
も
大
き
な
改
革
の
一
つ
と
し
て
、

昔
の
労
働
部
を
基
盤
に
、
労
働
と
社
会
保
障
部
を
設
立
し
た
の
で
す
。
こ
の
労
働
と
社
会
保
障
部
と
は
、
民
政
部
に
あ
っ
た
保
険
業

務
、
人
事
機
関
に
あ
っ
た
幹
部
保
険
業
務
及
び
い
ろ
い
ろ
な
会
社
に
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
い
る
、
保
険
業
務
を
全
部
一
括
し
て
、
労
働

と
保
健
部
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
、
い
ろ
い
ろ
な
国
民
の
健
康
管
理
等
、
こ
れ
か
ら

だ
ん
だ
ん
そ
の
地
位
が
上
が
っ
て
い
く
部
分
に
つ
い
て
も
改
革
の
重
点
を
置
い
た
。
つ
ま
り
、
個
人
の
力
ま
た
は
あ
る
会
社
、
あ
る
機

関
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
は
政
府
が
吸
い
上
げ
て
や
る
の
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
法
の
執
行
機
関
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
法
執
行
機
関
の
強
化
は
、
改
革
・
開
放
を
し
て
か
ら
ず
っ
と
や
り
続
け
て
き

た
こ
と
な
の
で
す
。
今
、
ま
だ
や
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
統
一
、
平
等
、
公

正
、
秩
序
の
あ
る
競
争
的
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
行
き
屈
い
た
監
督
部
門
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
と
て
も
で

き
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
法
の
執
行
部
門
の
強
化
を
今
も
や
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
今
回
の
改
革
だ
け

で
な
く
て
、
例
え
ば
今
ま
で
の
何
回
か
の
改
革
の
中
に
も
、
例
え
ば
工
業
、
商
業
、
行
政
管
理
機
関
と
い
っ
た
よ
う
な
管
理
機
関
の
機

能
は
い
つ
も
強
化
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
祁
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
国
有
企
業
に
対
し
て
監
察
員
を
派
遣
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、
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先
進
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の
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を
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成
し
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の
で
す
。
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最
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と
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て
、

昔
の
労
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部
を
基
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に
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と
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は
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と
保
健
部
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
、

い
ろ
い
ろ
な
国
民
の
健
康
管
理
等
、
こ
れ
か
ら

だ
ん
だ
ん
そ
の
地
位
が
上
が
っ
て
い
く
部
分
に
つ
い
て
も
改
革
の
重
点
を
置
い
た
。

つ
ま
り
、
個
人
の
力
ま
た
は
あ
る
会
社
、
あ
る
機

関
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
は
政
府
が
吸
い
上
げ
て
や
る
の
で
す
。
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つ
目
は
、
法
の
執
行
機
関
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
法
執
行
機
関
の
強
化
は
、
改
革
・
開
放
を
し
て
か
ら
ず
っ
と
や
り
続
け
て
き

た
こ
と
な
の
で
す
。
今
、

ま
だ
や
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
統
一
、
平
等
、
公

正
、
秩
序
の
あ
る
競
争
的
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
行
き
届
い
た
監
督
部
門
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、

と
て
も
で

き
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
法
の
執
行
部
門
の
強
化
を
今
も
や
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て
い
る
し
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れ
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ら
も
続
け
て
い
く
で
し
ょ
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。
今
回
の
改
革
だ
け
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で
な
く
て
、
例
え
ば
今
ま
で
の
何
回
か
の
改
革
の
中
に
も
、
例
え
ば
工
業
、
商
業
、
行
政
管
理
機
関
と
い
っ
た
よ
う
な
管
理
機
関
の
機

能
は
い
つ
も
強
化
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
郡
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
国
有
企
業
に
対
し
て
監
察
員
を
派
遣



法学論集　44〔山梨学院大学〕　102

す
る
と
い
う
よ
う
な
改
革
も
、
非
常
に
重
要
な
作
業
の
一
つ
で
す
。
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
監

察
員
を
派
遣
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
国
有
企
業
へ
の
監
督
・
監
察
は
、
以
前
よ
り
強
く
な
り
、
非
常
に
大
き
な
成
果
を
収
め
ま

し
た
。

　
以
上
を
も
っ
て
、
付
け
加
え
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。

○
濱
田
一
成

　
そ
れ
で
は
引
き
続
い
て
、
張
先
生
、
よ
ろ
し
く
。

○
張
　
平
平

　
以
上
の
先
生
た
ち
に
詳
し
く
ご
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
私
は
簡
単
に
付
け
加
え
る
に
留
め
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
祁
先
生
は
ご
報
告
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
こ
れ
か
ら
の
経
済
発
展
を
促
進
す
る
保
障
条
件
と
し
て
は
、
国
有
企
業
の
改
革
を

挙
げ
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
今
ま
で
、
国
家
の
管
理
事
務
の
ひ
と
つ
と
し
て
非
常
に
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
社
会
管
理
事
務
の
改

革
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
社
会
管
理
事
務
も
今
度
の
改
革
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
社
会
管
理
事
務
は
、
主
に
国
家
に
集

中
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
国
有
形
態
が
主
だ
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
合
理
的
で
し
た
。
大
き
な
役
目
を
果
た
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
経
済
発
展
、
特
に
市
場
経
済
の
発
展
に
し
た
が
い
、
今
ま
で
の
事
務
管
理
、
社
会
事
務
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の

分
布
の
面
で
あ
ろ
う
と
、
構
造
の
面
で
あ
ろ
う
と
、
市
場
経
済
の
発
展
に
は
、
も
う
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
改
革
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
事
務
管
理
を
社
会
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
政
府
に
任
す
の
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は
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た
だ
し
、
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い
、
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で
の
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で
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と
、
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は
、
も
う
合
わ
な
く
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。
だ
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ら
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し
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れ
ば
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、
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の
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。
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の
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で
は
な
く
て
、
政
府
が
事
務
管
理
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
部
分
を
社
会
に
委
ね
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
向
か
う
で
し
ょ
う
と
思
い

ま
す
。
こ
の
社
会
管
理
事
務
を
社
会
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
一
つ
は
政
府
の
財
政
の
支
出
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
社
会

的
な
力
が
よ
く
使
え
る
。
三
つ
目
は
、
社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
発
展
が
保
て
る
と
い
う
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は

市
場
経
済
の
歴
史
が
長
く
、
そ
し
て
社
会
事
務
管
理
も
市
場
形
態
に
適
応
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
市
場

経
済
に
な
っ
て
い
き
、
社
会
事
務
管
理
も
社
会
化
に
な
っ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
日
本
の
経
験
を
非
常
に
参
考
に
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
両
研
究
機
関
の
研
究
が
非
常
に
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
以
上
、
付
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
濱
田
一
成

　
そ
れ
で
は
、
中
国
側
の
発
言
を
終
わ
り
ま
し
て
、
四
人
の
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
本
側
と
い
う
こ
と
で
、
私
か
ら
日
本
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
簡
単
な
メ
モ
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
お
配
り
し
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
時
間
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
行
政
改
革
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
当
に
注
目
に
値
す
る
も
の
は
、
国
有
鉄
道
、
電
信
電
話
公
社

の
民
営
化
な
ど
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
現
在
も
行
政
改
革
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙

げ
ま
す
と
、
一
つ
は
規
制
緩
和
、
一
つ
は
地
方
分
権
、
も
う
一
つ
は
中
央
省
庁
等
改
革
。
こ
れ
は
省
庁
再
編
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
行
政
改
革
が
必
要
な
理
由
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
々
で
違
う
と
思
う
の
で
す
が
、
現
在
の
行
政
改
革
が
必
要
な
理
由
と
し
て
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で
は
な
く
て
、
政
府
が
事
務
管
理
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
部
分
を
社
会
に
委
ね
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
向
か
う
で
し
ょ
う
と
思
い

ま
す
。
こ
の
社
会
管
理
事
務
を
社
会
化
さ
せ
る
こ
と
は
、

一
つ
は
政
府
の
財
政
の
支
出
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

そ
の
社
会

的
な
力
が
よ
く
使
え
る
。
三
つ
目
は
、
社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
発
展
が
保
て
る
と
い
う
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は

市
場
経
済
の
歴
史
が
長
く
、

そ
し
て
社
会
事
務
管
理
も
市
場
形
態
に
適
応
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
市
場

経
済
に
な
っ
て
い
き
、
社
会
事
務
管
理
も
社
会
化
に
な
っ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
日
本
の
経
験
を
非
常
に
参
考
に
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
両
研
究
機
関
の
研
究
が
非
常
に
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
以
上
、
付
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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そ
れ
で
は
、
中
国
側
の
発
言
を
終
わ
り
ま
し
て
、

四
人
の
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
側
と
い
う
こ
と
で
、
私
か
ら
日
本
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

簡
単
な
メ
モ
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
お
配
り
し
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
時
間
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
行
政
改
革
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
当
に
注
目
に
値
す
る
も
の
は
、
固
有
鉄
道
、
電
信
電
話
公
社

の
民
営
化
な
ど
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
現
在
も
行
政
改
革
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
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げ
ま
す
と
、

一
つ
は
地
方
分
権
、
も
う
一
つ
は
中
央
省
庁
等
改
革
。
こ
れ
は
省
庁
再
編
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

一
つ
は
規
制
緩
和
、

ま
す
。
行
政
改
革
が
必
要
な
理
由
と
い
う
の
は
、

そ
の
時
々
で
違
う
と
思
う
の
で
す
が
、
現
在
の
行
政
改
革
が
必
要
な
理
由
と
し
て
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は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
日
本
型
シ
ス
テ
ム
、
先
ほ
ど
、
邨
先
生
か
ら
お
褒
め
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
は

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
、
も
う
制
度
疲
労
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
で
い

い
ま
す
と
、
官
僚
主
導
で
は
大
き
な
変
化
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
官
僚
の
不
祥
事
等
が
あ
っ
て
、
官
僚
へ
の
信

頼
が
揺
ら
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
政
治
主
導
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
経
済
の
面
で
は
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
い
う
こ
と
の
影
響
も
大
き
く
、
こ
れ
に
対
応
す
る
と
い
う
必
要
性
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
順
を
追
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
中
心
は
こ
の
中
央
省
庁
の
改
革
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
順
に
お
話
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
規
制
緩
和
と
い
う
の
は
、
民
間
の
活
力
を
生
か
す
た
め
に
、
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
廃
止
し
、
あ
る
い
は
緩
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
、
政
府
が
行
っ
て
き
た
分
野
を
民
間
に
委
ね
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
地
方
分
権
は
、
「
中
央
か
ら
地
方
へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
の
包
括
的
な
指
揮
監
督
を
認
め
る
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
と
地
方
の
関
係
を
対
等
・
協
力
の
関
係
に
改
め
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
国

の
権
限
を
地
方
に
委
譲
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
の
法
律
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
非
常
に
重
要
な
改
革
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
次
に
中
央
省
庁
と
改
革
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
は
大
き
く
二
つ
の
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
首
相

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
橋
本
内
閣
の
当
時
、
行
政
改
革
会

議
と
い
う
の
が
設
け
ら
れ
ま
し
て
、
そ
こ
で
の
審
議
を
経
て
、
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
が
平
成
一
〇
年
六
月
一
二
日
公
布
、
施
行
さ

一104一
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は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
日
本
型
シ
ス
テ
ム
、
先
ほ
ど
、
部
先
生
か
ら
お
褒
め
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
は

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
、
も
う
制
度
疲
労
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
で
い
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い
ま
す
と
、
官
僚
主
導
で
は
大
き
な
変
化
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
官
僚
の
不
祥
事
等
が
あ
っ
て
、
官
僚
へ
の
信

頼
が
揺
ら
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
政
治
主
導
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
経
済
の
面
で
は
、
経
済
の
グ
ロ

ー
パ
ル
化
と
い
う
こ
と
の
影
響
も
大
き
く
、
こ
れ
に
対
応
す
る
と
い
う
必
要
性
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、
順
を
追
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
中
心
は
こ
の
中
央
省
庁
の
改
革
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
順
に
お
話
を
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し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
規
制
緩
和
と
い
う
の
は
、
民
間
の
活
力
を
生
か
す
た
め
に
、
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
廃
止
し
、
あ
る
い
は
緩
め
る
と
い
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う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
、
政
府
が
行
っ
て
き
た
分
野
を
民
間
に
委
ね
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
進
め
ら
れ
ま
す
。

次
に
地
方
分
権
は
、
「
中
央
か
ら
地
方
へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
の
包
括
的
な
指
揮
監
督
を
認
め
る
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
と
地
方
の
関
係
を
対
等
・
協
力
の
関
係
に
改
め
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
国

の
権
限
を
地
方
に
委
譲
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
の
法
律
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
非
常
に
重
要
な
改
革
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

そ
の
次
に
中
央
省
庁
と
改
革
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
は
大
き
く
二
つ
の
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
首
相

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
橋
本
内
閣
の
当
時
、
行
政
改
革
会

議
と
い
う
の
が
設
け
ら
れ
ま
し
て
、

そ
こ
で
の
審
議
を
経
て
、
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
が
平
成
一

O
年
六
月
二
一
日
公
布
、
施
行
さ
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れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
は
中
央
省
庁
等
改
革
一
七
法
案
、
こ
れ
は
内
閣
法
と
か
国
家
行
政
組
織
法
を
改
正
す
る
案
や
、
内
閣

府
の
設
置
、
あ
る
い
は
総
務
省
の
設
置
の
法
案
な
ど
で
す
が
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
一
つ
目
の
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
首
相
が
単
に
調
整
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
首
相

に
発
議
権
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
閣
議
に
提
案
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
二
言
補
足
い
た
し
ま
す
と
、
日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
の
国
務
大
臣
を
任
免
す
る
権
限
は
あ
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
実
務
の
面
で
は
調
整
を
中
心
に
し
て
お
っ
て
、
な
か
な
か
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
い
、
各
省
の
権
限
と
責
任
が

強
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
問
題
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
の
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
の
欠
陥
は
、
各
省

が
強
く
て
、
省
益
が
あ
っ
て
国
益
が
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
局
、
省
の
下
の
で
す
ね
、
局
益
が
強
く
て
省
益
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
形

で
、
な
か
な
か
一
体
的
な
運
用
と
い
う
の
が
難
し
い
現
状
に
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
政
治
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
、
今
申
し
上

げ
た
よ
う
な
こ
と
の
ほ
か
、
内
閣
官
房
を
強
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
内
閣
府
と
い
う
の
を
設
置
し
、
あ
る
い
は
各
省
の
大
臣
の
下
に
副

大
臣
と
い
う
の
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
も
祁
先
生
が
日
本
の
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
お
触
れ
に
な
っ
て
、
大
変

研
究
を
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
感
心
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
場
合
、
閣
僚
数
を
一
五
人
以
内
と
し
、
必
要
な
場
合
は
一

八
人
ま
で
、
こ
れ
は
総
理
大
臣
を
含
め
て
で
す
ね
、
そ
う
い
う
数
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
話
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
一
府
一
二
省
庁
に
す
る
い
う
こ
と
と
、
官
房
お
よ
び
局
の
数
を
、
一
二
〇
あ
る
の
を
九
六
に
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
に
は
、
事
務
事
業
の
廃
止
、
民
営
化
、
民
間
委
託
の
推
進
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
現
業
の
改
革
も
行

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
特
色
が
あ
り
ま
す
の
は
、
研
究
所
、
美
術
館
、
国
立
病
院
等
を
独
立
行
政
法
人
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
従
来
の
純
粋
の
国
家
機
関
か
ら
独
立
の
法
人
格
を
与
え
る
形
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
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れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
は
中
央
省
庁
等
改
革
一
七
法
案
、
こ
れ
は
内
閣
法
と
か
国
家
行
政
組
織
法
を
改
正
す
る
案
や
、
内
閣

府
の
設
置
、
あ
る
い
は
総
務
省
の
設
置
の
法
案
な
ど
で
す
が
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

一
つ
目
の
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
首
相
が
単
に
調
整
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
首
相

に
発
議
権
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
閣
議
に
提
案
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
言
補
足
い
た
し
ま
す
と
、
日
本
の
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
の
国
務
大
臣
を
任
免
す
る
権
限
は
あ
る
の
で
す

げ
れ
ど
も
、
実
務
の
面
で
は
調
整
を
中
心
に
し
て
お
っ
て
、

な
か
な
か
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
い
、
各
省
の
権
限
と
責
任
が

強
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
問
題
が
出
て
い
る
わ
げ
で
す
。
日
本
の
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
の
欠
陥
は
、
各
省

が
強
く
て
、
省
益
が
あ
っ
て
国
益
が
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
局
、
省
の
下
の
で
す
ね
、
局
益
が
強
く
て
省
益
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
形
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で
、
な
か
な
か
一
体
的
な
運
用
と
い
う
の
が
難
し
い
現
状
に
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
政
治
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
、
今
申
し
上

げ
た
よ
う
な
こ
と
の
ほ
か
、
内
閣
官
房
を
強
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
内
閣
府
と
い
う
の
を
設
置
し
、
あ
る
い
は
各
省
の
大
臣
の
下
に
副

大
臣
と
い
う
の
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
も
郡
先
生
が
日
本
の
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
お
触
れ
に
な
っ
て
、
大
変

研
究
を
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
感
心
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
場
合
、
閣
僚
数
を
一
五
人
以
内
と
し
、
必
要
な
場
合
は
一

八
人
ま
で
、
こ
れ
は
総
理
大
臣
を
含
め
て
で
す
ね
、

そ
う
い
う
数
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

お
話
が
あ
っ

一
府
一
二
省
庁
に
す
る
い
う
こ
と
と
、
官
房
お
よ
び
局
の
数
を
、

一二

O
あ
る
の
を
九
六
に
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
よ
う
に
、

そ
の
と
き
に
は
、
事
務
事
業
の
廃
止
、
民
営
化
、
民
問
委
託
の
推
進
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
現
業
の
改
革
も
行
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う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
特
色
が
あ
り
ま
す
の
は
、
研
究
所
、
美
術
館
、
国
立
病
院
等
を
独
立
行
政
法
人
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
従
来
の
純
粋
の
国
家
機
関
か
ら
独
立
の
法
人
格
を
与
え
る
形
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
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こ
で
は
業
務
運
営
に
つ
い
て
、
所
管
の
省
庁
が
三
年
な
い
し
五
年
の
中
期
目
標
を
定
め
、
そ
の
目
標
に
し
た
が
っ
て
、
各
独
立
行
政
法

人
が
中
期
計
画
を
作
っ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
運
営
の
効
率
化
と
い
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
あ
と
、
地

方
支
分
部
局
と
い
う
の
は
出
先
機
関
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
整
理
・
合
理
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
定
員
削

減
と
い
う
こ
と
で
、
国
の
行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
を
一
〇
年
間
で
一
〇
分
の
一
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
メ
モ
の
表
は
、
中
央
省
庁
が
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
大
雑
把
に
み
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
言
、
ち
ょ
っ
と
補
足
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
進
行
中
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
各
界
に
い
ろ
い
ろ
な
、
多

様
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
本
当
に
成
功
に
導
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で

あ
り
ま
す
。

　
行
政
改
革
自
体
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
留
め
ま
す
が
、
あ
と
少
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
祁
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
中
国
の
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
と
本
大
学
の
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
の
交
流
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
話
を
、
少
し
日
中
交
流
と
い
う
広
い
面
に
広
げ
て
み
ま
す
と
、
本
大
学
に
は
中
国
か
ら
の
先
生
方
も
見
え
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
ま

た
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
日
も
ご
出
席
の
方
が
何
人
か
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
形
で
日
常
的
に
、
非
常
に
近
い
関
係
に
あ

る
。
も
と
も
と
日
中
と
い
う
の
は
、
一
衣
帯
水
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
こ
の
あ
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
）
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こ
で
は
業
務
運
営
に
つ
い
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、
所
管
の
省
庁
が
三
年
な
い
し
五
年
の
中
期
目
標
を
定
め
、
そ
の
目
標
に
し
た
が
っ
て
、
各
独
立
行
政
法

人
が
中
期
計
画
を
作
っ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
運
営
の
効
率
化
と
い
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
あ
と
、
地
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方
支
分
部
局
と
い
う
の
は
出
先
機
関
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
整
理
・
合
理
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
定
員
削

減
と
い
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こ
と
で
、
国
の
行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
を
一

0
年
間
で
一

O
分
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一
削
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す
る
こ
と
と
し
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い
ま
す
。

最
後
に
、

メ
モ
の
表
は
、
中
央
省
庁
が
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
大
雑
把
に
み
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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ち
ょ
っ
と
補
足
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
進
行
中
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
各
界
に
い
ろ
い
ろ
な
、
多
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様
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
本
当
に
成
功
に
導
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で

あ
り
ま
す
。
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行
政
改
革
自
体
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
留
め
ま
す
が
、
あ
と
少
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

郁
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
中
国
の
人
事
部
行
政
管
理
科
学
研
究
所
と
本
大
学
の
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
の
交
流
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

話
を
、
少
し
日
中
交
流
と
い
う
広
い
面
に
広
げ
て
み
ま
す
と
、
本
大
学
に
は
中
国
か
ら
の
先
生
方
も
見
え
て
お
ら
れ
ま
す
し
、

念
品

た
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
日
も
ご
出
席
の
方
が
何
人
か
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
形
で
日
常
的
に
、
非
常
に
近
い
関
係
に
あ

る
。
も
と
も
と
日
中
と
い
う
の
は
、

一
衣
帯
水
の
関
係
に
あ
る
わ
げ
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
意
味
で
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

(
こ
の
あ
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
)
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○
濱
田
一
成

　
皆
様
方
に
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
熱
心
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
国
の
四
人
の
先
生
方
に

的
確
な
ご
講
義
を
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
方
の
質
問
に
ご
丁
寧
に
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
こ
う
い
っ
た
学
術
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
御
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O
祁
　
嘉
正

　
最
後
に
、
お
礼
を
兼
ね
て
ち
ょ
っ
と
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
点
目
は
、
や
は
り
教
授
の
レ
ベ
ル
は
、
ほ
か
の
方
々
と
違
う

こ
と
で
す
。
ご
指
摘
の
問
題
は
、
質
が
非
常
に
高
く
中
身
の
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
も
非
常
に
い
い
刺
激
に
な

っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
帰
っ
て
か
ら
、
研
究
の
面
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
点
目
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
濱
田
先
生
の
ご
発
表
に
つ
い
て
で
す
が
、
で
き
れ
ば
無
理
な
お
願
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
も

う
少
し
充
実
し
て
も
ら
っ
て
、
帰
っ
て
、
う
ち
の
人
事
省
の
ト
ッ
プ
に
、
日
本
の
行
政
改
革
の
現
状
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

付
記
”
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
の
濱
田
一
成
、
熊
達
雲
、
中
井
道
夫
の
三
人
が
あ
た
っ
た
。
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皆
様
方
に
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
熱
心
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
国
の
四
人
の
先
生
方
に

的
確
な
ご
講
義
を
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
方
の
質
問
に
ご
丁
寧
に
お
答
え
を
い
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だ
い
た
こ
と
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
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と
も
こ
う
い
っ
た
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術
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流
が
盛
ん
に
行
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ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
御
礼
の
言
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と
い
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し
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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最
後
に
、

一
点
目
は
、
や
は
り
教
授
の
レ
ベ
ル
は
、

ほ
か
の
方
々
と
違
う

お
礼
を
兼
ね
て
ち
ょ
っ
と
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
と
で
す
。
ご
指
摘
の
問
題
は
、
質
が
非
常
に
高
く
中
身
の
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
も
非
常
に
い
い
刺
激
に
な
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っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
帰
っ
て
か
ら
、
研
究
の
面
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

二
点
目
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
演
田
先
生
の
ご
発
表
に
つ
い
て
で
す
が
、

で
き
れ
ば
無
理
な
お
願
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
も

う
少
し
充
実
し
て
も
ら
っ
て
、
帰
っ
て
、
う
ち
の
人
事
省
の
ト
ッ
プ
に
、
日
本
の
行
政
改
革
の
現
状
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

付
記
一
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
の
演
田
一
成
、
熊
達
雲
、
中
井
道
夫
の
三
人
が
あ
た
っ
た
。
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